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テクノロジー



環境に対する意識は高まっているが行動は伴っていない

2環境に良い行動を促すポイントとは
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■コロナ流行は、多くの人々が環境問題を身近に感じるきっかけとなった。

● 国内の環境危機意識調査によると、約6割の人がコロナ禍以降「環境への意識・行動に変化があった」と答

えたが、その中で多かった変化は家庭ごみの増加（22.2%）と使用電力の増加（22.1％）。

● 意識の高まり＝環境に配慮した行動が取れているとは限らない。

● わかってはいるけれど行動を変えられない、という社会的ジレンマにどう向き合うかが重要である。

緊急事態宣言が発令された2020年4月以降、テレワークや不要
不急の外出自粛により家庭ゴミが大幅に増加。
収集時にごみ袋が破損しており、使い捨てマスクやテゖッシュが
飛んでいく事例など、衛生面の課題も指摘される。

■ コロナ流行後の環境問題への意識や行動の変化

出典：交易財団法人旭硝子財団「2020年（第1回）日本
人の環境危機意識調査 結果発表」

表：東京二十三区清掃一部事務組合 「新型コロナウ゗ルス感染症によるごみ
量への影響について」を元に筆者作成

■都内の家庭ゴミはコロナ前後で月4~5%増加



解決策① 誰が行動しているかを示し、イメージしやすい状況を作る

3

Confidential information. Unauthorized use, reprinting, or reproduction is strictly prohibited. Satisfactory Group All Rights Reserved.

■環境に良い行動（協力行動）を促すための２つのアプローチ

● 今井(2007)によれば、協力行動を取ることによる受け手のメリットや変化がイメージしやすいと、協力行動

をとる割合が高くなる。

● 環境問題の重要性を訴えた場合より、他にどれだけの人が環境にいい行動を取っているかを提示した時の方

が、協力行動の向上が見られた。

Cialdini(2007)は、下記の内容が書かれたメッセージボード
をホテルの滞在客に提示した。
それによるタオルの再利用率を比較した。

環境問題条件：環境問題が重要であること、資源を大切にす
ることを主張。
協力条件：タオルの再利用により節約したエネルギーを環境
団体に寄付すること、環境保護運動に滞在客自身が参加する
ことになると主張。
社会規範：すでにどれほどの滞在客がタオル再利用運動に参
加しているか、タオルの再利用をするだけでその輪に入るこ
とができると主張。

引用文章推奨

■滞在ホテルのタオルの再利用率の実験

グラフ：今井芳昭「環境配慮行動を促すための
社会心理的ゕプローチ」を元に筆者作成



解決策② 協力ゲームを通して、想像力と社会規範を身につける

4高まった意識を行動に変化させるには
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■協力ゲームで期待できること

● 自分にとって都合のよい選択（非協力的行動）と、全体にとってよい選択（協力的行動）を選んだ時の結果

を゗メージすることで、自分の選択に対する責任や、もたらされる結果に意識を向けられる。

● ゲーム後にディスカッションの時間を設けることで、他のプレーヤーの選択や、環境問題の解決のためにど

うしたらいいか、どのような障壁がお互いにあるのかを考えられる。

幸福度と環境負荷がプラスの「非協力行動」カードと、幸福度
と環境負荷をマ゗ナスにする「協力行動」カードが存在する。
カードは、各自治体が作成する環境配慮行動チェックシートや
IPCC*1の報告書を参考に作られている。

①プレーヤーは個人と集団の２つの役割を
担い、個人の行動、国家の施策をカードを
用いて決定する。

②生活・施策・交渉・゗ベントのフェーズを
最大7ターン繰り返す。

③環境負荷ポ゗ントが一定以上になると、
世界の環境が破壊されることになり、
ゲームオーバーとなる。

④ゲーム終了後は、ゲームの内容と私生活を
関連づけるためリフレクションを行う。

■ ゲーム教材 Connect the World Ⅱ

写真：福山佑樹「社会的ジレンマ状況において協力行動を促進する心理的要因の向上を目指
すカードゲーム教材の開発と評価」

カード概要

*1 IPCC 気候変に関する政府間パネル



参加方法々場所

【現状】企業の研修、学校、環境イベントなどが主流。
都市部での開催が多い。

【将来】オンライン、授業参観など親子で参加できる場、
街コンなど様々な価値観の人が多く集まる場、
ゲームバー。

気軽さがないと、環境問題解決は望めない
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■政策を変えるにも、個人の意識と行動改革が必要

● ゲームを使うことで、個々人の環境に対する意識が変わる可能性がある。個々人の意識が変われば、選挙に

おける投票行動も変わる。

● 多くの人の投票行動が変われば、政策や企業の事業活動にも影響を与えられる。

● 民主主義の基本は教育である。ゲームを通して、環境教育を推進できるのでは無いだろうか。

■環境系ゲーム普及の課題と展望

ゲーム体験で、一人ひとりの行動に変化を

認知度

【現状】環境への関心が高い人
「SDGs」という言葉を知っている人

【将来】ゲームが好きな人
環境への関心が低い人も知っている

コスト

【現状】参加に数万円かかることもある。
ゲームの値段は数千円〜数万円など。

【将来】レンタル、無料で参加できる。

参加頻度

【現状】年1回、一度きりなど。
【将来】週1回、月1回など。

参加方法やコストの課題解決で参加頻度も
上がると考えられる。



（参考）ゲームの効果は半年経っても継続する
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■ゲームの事後調査と、半年後の遅延調査からわかったこと

画像/表/グラフ
挿入サイズ目安

（ 縦横比はオリジナルから変更NG ）

『ゲーム直後において「習慣的環境配慮行動」が 高ま
った〄また半年後に行った遅延調査の結果〃実験の際
に「個人の行動が環境問題の解決に重要である」とい
う回答をした 参加者は 〃協力行動意図が半年後も維
持されており〃このような意識を獲得できる ゲームデ
ザインの重要性が示唆された』

■ 当社での取り組み

写真：筆者撮影

■ゲームのデザインによって、協力行動は促せる

● ゲーム体験者の方が、そうでない人より責任感が向上する可能性が示唆された。

● プレー中に「協力行動」と「非協力行動」を選択する際に感じた葛藤を、半年後も詳細に記憶していた。

習慣的環境配慮行動とは、日常習慣として行う行動の
ことで「節水・節電を心がける」などのことをいう。

大学生が考案「海洋資源を守ること」を目的とした
カードゲームを実施。

引用：福山佑樹「社会的ジレンマ体験を目的 としたカードゲーム
教材が協力行動意図に与える影響の検討」(2012)



（参考）カードゲーム「2030 SDGs」
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■ SDGsを学びながら、個人と集団のゴールを目指す

● お金と時間カードを使って、各プレーヤーの個人ゴールを目指す。

● 同時に、世界を破壊しないよう全プレーヤーが協力し、経済・環境・社会のバランスを保った世界を目指す。

● 企業や学校などで実施する他、現在はオンライン開催計画も進められている。

● 体験した筆者の感想

各々が自分のゴール達成だけを目指すと経済発展ばかりしやすく、環境破壊に直結し焦りを感じた。

後半は多くの参加者と交渉や共同することで、３つのバランスを取り戻すことができ、皆がそれぞれ歩み寄ることの

重要性に気づいた。

写真：一般社団法人゗マココラボホームページ写真：筆者撮影
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